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社協では、児童生徒が福祉について関心と理解を深め、福祉
の担い手としての基礎づくりを行うため、毎年、市内小中学校
を福祉教育実践普及校に指定し、学校全体で福祉活動の実践に
取り組んでいただいております。
７月１０日（月）には、「令和５年度福祉教育実践発表会・

研究会」を岩沼市民会館中ホールで開催し、岩沼南小学校と岩
沼西中学校の両校から令和４年度の福祉活動の
取り組みを発表いただく予定です。詳細は、ホ
ームページに掲載していますので、参加をご希
望の方は、電話又は右の申込専用Google フォ
ームQRコードからお申込みください。

Ｐ２ 実施事業のお知らせ
Ｐ３ 事業所からのお知らせ
Ｐ４ 事業報告・決算
Ｐ５ 事業計画・予算
Ｐ６ ボランティア情報等
Ｐ７ 社協相談窓口一覧
Ｐ８ 社協会員募集・寄附
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★これからの人生を楽しむために～高齢者夫婦世帯研修・交流会～

３月１３日（月）、岩沼西コミュニティセンターにおいて、平
等団地にお住いの高齢者夫婦のみの世帯の方々を対象に、研修・
交流会を開催しました。
当日は、大友葬儀社専務取締役の大友由紀さんから「これから

の人生を楽しむために」と題し、終活のお話をしていただきまし
た。その後の交流タイムでは、参加者による尺八の演奏を聴いた
り、参加者同士のおしゃべりを楽しんだりと交流を深めていただ
きました。

★ で暮らし続けるための生きがい支え合い情報誌
「ず～っと岩沼」を発行しました～岩沼市生活支援体制整備事業～

★福祉ってなんだろう？～福祉体験学習～

誰もがいくつになっても住み慣れた地域で暮らし続けるため
に、高齢者の生活を支える地域の取り組みをお伝えする情報誌を
発行しました。高齢者の方はもとより、これから地域で何かした
い方、地域の活動に参加したい方など、多くの方
にご覧いただければと思います。市内の公共施設
等に置いていますので、ぜひご一読ください。

５月２２日（月）、岩沼西小学校３年生の児童を対象に、福祉
とは何かを考える福祉体験学習を行いました。
児童一人ひとりが思っている「福祉についてのイメージ」や

「しあわせの感じ方」についての発表をとおし、福祉とは「ふ
だんのくらしのしあわせ」であることの理解を深めてもらいま
した。

こちらの コードからご覧になれます→

★卓球バレーで交流～岩沼市自発的活動支援事業～
６月１０日（土）、岩沼市総合福祉センターにおいて、岩沼市

自発的活動支援事業「障害がある人と家族とボランティアの時
間」で卓球バレーを実施しました。
卓球バレーは、年代や障害の有無に関係なく参加できる競技

です。参加者は、垣根なく試合を楽しみ、「ナイスプレー！」等
の元気な掛け声をかけあっていました。
社協では、２か月に１回、障害がある方の交流や支援のた

め、様々な催しを実施する予定です。
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申し込み・お問い合わせは 岩沼市デイサービスセンターさとのもり ０２２３－２９-３７３７

★運動指導員による体操を始動！～デイサービスセンターさとのもり～

★令和５年度事業について～地域包括支援センター～

４月より、スポーツインストラクター経験のあるス
タッフが、平日に勤務しています。
個別機能訓練や運動器機能向上訓練にプラスし、ご

利用者様お一人おひとりの身体の悩みを伺い、呼吸の
仕方や正しい姿勢を意識していただけるよう働きか
け、運動を継続することで、生活の中での動作が不安
なく行える事を目指しています。
身体の動きや生活の動作で不安を抱えていらっしゃ

る方、ぜひ、当センターまでお問い合わせください。

○勤 務 先 ①デイサービスセンターさとのもり ②相談支援事業所

○職種・資格 ①介護職員・介護福祉士 ②相談支援専門員・相談支援専門員 等

○給 与 ①②月給１８０，０００円～ 〇手 当 ①②扶養・住居・通勤手当 等

○勤務時間 ①８：２０～１７：０５ ②８：３０～１７：１５

○応 募 履歴書、職務経歴書、資格証明書等を下記まで持参又は郵送ください。

○申込・問い合わせ先 社会福祉法人岩沼市社会福祉協議会 総務課総務係

〒 岩沼市里の杜三丁目４番１５号 電話 ０２２３－２９－３７１１

※他職種も募集中です。詳細は、社会福祉協議会のホームページに掲載しています

のでご覧ください。

※

★ 職員募集 ★ ①介護職員 ②相談支援専門員 （正規職員）

お問い合わせは 岩沼市社会福祉協議会地域包括支援センター ０２２３－２５－６８３４

地域包括支援センターは、地域で暮らす高齢の皆さんを、介護、福祉、健康、医療等様々な面か
ら総合的に支える相談窓口です。地域の方々が元気に日々を過ごせるよう、今年度もフレイル予防
の「生涯現役パワークラブ」や「介護予防教室」の開催を予定しています。
また、地域にお住いの方々や介護保険事業所を交えた

懇談会・研修会を開催し、地域包括支援センターの事業
内容をご理解いただき、地域全体で誰もが暮らしやすい
地域づくりを引き続き目指していきます。
各種事業の詳細は、包括だよりや社協公式ＬＩＮＥ、

広報いわぬま等で随時お知らせいたします。
皆さんのご参加をお待ちしています！



一人ひとりを支える相談・生活支援の充実
コロナ禍の影響が続く中、生活福祉資金コロ

ナ特例貸付制度は、９月まで実施されましたが
生活に困窮する世帯からの相談が多く、相談・
生活支援事業については、関係機関とさらに連
携を深め、各種支援制度を活用し相談や支援に
当たりました。各種事業においては、感染拡大
防止のため一部の交流事業は中止しましたが、
感染予防対策を講じ規模等を縮小するなど工夫
しながらひとり暮らし高齢者や
高齢者のみ世帯を対象とした交
流事業を再開するとともに、障
害児向けの新たな事業を実施す
るなど生活支援に努めました。

地域も関わり合える福祉学習の充実
コロナ禍の影響で前年度に引き続き一部事業

の中止や縮小等を余儀なくされましたが、教育
委員会や各学校と相談し福祉教育実践普及校の
小中学校全校指定、福祉作文の募集や福祉体験
学習事業を継続実施するとともに、ボランティ
ア体験教室では、感染予防や拡大の防止に十分
配慮し、小学生には各小学校と連携のもと多く
の児童に非接触によるボランティア活動を、中
学生には少人数での活動をそ
れぞれ体験できる機会を提供
するなど、児童生徒に対する
福祉教育が継続的に行われる
よう取り組みました。

地域を支えるボランティア育成と活動支援の充実
サロン活動やボランティア活動を再開する団

体が増えたことに伴い、サロンやボランティア
活動の支援件数が増加しました。事業において
は、頻発する災害への備えとして災害ボランテ
ィアの養成や研修を継続するなど、支援体制の
強化に努めました。また、高校生のボランティ
ア活動に対する機運が高まっており、ゴミ出し
やサロン活動等の高齢者の生活を支援する活動
につなぐなど、学校の協力を得ながら活動の支
援に力を入れ取り組みました。

気軽に参加できる地域づくりの充実
コロナ禍の影響により、市民福祉フォーラム

等の一部事業を中止しましたが、地域の活動が
徐々に増えてきたことにより、助成する団体や
遊具等の貸出も増えるなど、地域づくりが充実
されるよう支援に努めました。また、貸出用遊
具の内容の充実を図るなど、事業の整備・強化
に努めました。

地域福祉を推進する連携・協働の充実
コロナ禍の影響により、ふれあいの広場や町

内会連携地域福祉活動モデル事業は中止し、ま
た、新規委託事業の敬老のつどい地域版は、催
し物を中止するなど、内容を変更して実施しま
した。生活支援体制整備事業については、配置
職員の増員により行政、関係機関・団体等との
連携強化が図られました。さらには、民生委員
・児童委員等との連携・協働に
おけるなお一層の充実を図るた
め、民生委員児童委員協議会の
事務局移管について協議を進め
ました。

地域を支えるための基盤強化
第２次地域福祉活動計画の２年目となる令和

４年度は、コロナ禍の状況等を勘案しながら、
計画に沿って法人の運営管理等の進行管理を行
いました。また、介護保険事業では、コロナ禍
の影響により厳しい状況が続きましたが、感染
予防対策を講じ、利用者に対し安全・安心なサ
ービスの提供に努めました。さ
らには、新たな事業として障害
者等への相談支援を目的とする
事業所の立ち上げに向けて準備
を進めました。

４
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収入の部 支出の部 ［単位：円］
会費・寄附金収入 法人運営事業

経常経費補助金収入 地域福祉事業

受託金収入 生活困窮者自立支援事業

介護保険事業収入 老人デイサービス事業

積立資産取崩収入等 居宅介護支援事業

その他収入 地域包括支援センター事業

相談支援事業

前期末支払資金残高 当期末支払資金残高

収入合計 支出合計



 

《《重重点点項項目目》

・継続的な福祉学習・福祉教育の実践

・ボランティア活動支援の充実

・連携・協働による地域福祉の推進

１１ 推推進進目目標標：：地地域域もも関関わわりり合合ええるる福福祉祉学学習習のの充充実実
○福祉教育実践普及校の指定及び福祉教育実践発表会・研究会の開催 ○福祉作文の募集
と表彰 ○福祉（体験）学習の支援 ○小・中学生のボランティア体験教室の開催 等

２２ 推推進進目目標標：：地地域域をを支支ええるるボボラランンテティィアア育育成成とと活活動動支支援援のの充充実実
○ボランティア養成講座の開催及びボランティアの登録 ○ボランティア登録による支援
活動のコーディネート ○災害ボランティアセンターの連携体制及び災害用資機材の整備
○ボランティア保険の加入促進 ○遊具等無料貸出事業の実施 等

３３ 推推進進目目標標：：気気軽軽にに参参加加ででききるる地地域域づづくくりりのの充充実実
○市民福祉フォーラムの開催 ○地域サロン等実施団体への支援 ○サロン活動の実施
○地域支え合い活動助成事業の実施 等

４４ 推推進進目目標標：：一一人人ひひととりりをを支支ええるる相相談談・・生生活活支支援援のの充充実実
○ひとり暮らし高齢者会食のつどいの実施 ○高齢者夫婦世帯研修・交流会の開催 ○愛
の福祉短期貸付事業の実施 ○車いす無料貸出事業の実施 ○岩沼市生活困窮者自立支援
事業の受託実施 ○生活福祉資金貸付事業の受託実施 ○日常生活自立支援事業（まもり
ーぶ）の受託実施 ○岩沼市自発的活動支援事業の受託実施 等

５５ 推推進進目目標標：：地地域域福福祉祉をを推推進進すするる連連携携・・協協働働のの充充実実
○法人化５０周年記念社会福祉大会の開催 ○敬老のつどいの受託実施 ○町内会連携地
域福祉活動モデル事業の実施 ○町内会支援（テント配分）事業の実施 ○岩沼市生活支
援体制整備事業の受託実施 ○岩沼市共同募金委員会、岩沼市老人クラブ連合会、岩沼市
民生委員児童委員協議会の事務受託及び事業への協力 等

６６ 推推進進目目標標：：地地域域をを支支ええるるたためめのの基基盤盤強強化化
○社協だよりの発行 ○ホームページやＳＮＳの活用 ○地域福祉活動計画の進行管理
○役職員の研修事業の実施 ○ＣＳＷ（地域支え合い活動）支援職員養成事業の実施 ○
居宅介護支援事業の実施 ○岩沼市デイサービスセンターさとのもりの指定管理及び運営
○岩沼市地域包括支援センター事業の受託実施（岩小学区） ○相談支援事業の実施 等
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収入の部 支出の部 ［単位：千円］
会費・寄附金収入 法人運営事業

経常経費補助金収入 地域福祉事業

受託金収入 生活困窮者自立支援事業

介護保険事業収入 老人デイサービス事業

障害福祉サービス等事業収入 居宅介護支援事業

積立資産取崩収入 地域包括支援センター事業

その他収入 相談支援事業

前期末支払資金残高 当期末支払資金残高

収入合計 支出合計
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● ボランティア情報等 ●

ししおおかかぜぜ福福祉祉会会ボボラランンテティィアア

早股地区にある障害者支援事業所「しおかぜ福祉会」から「野菜の収穫を手伝ってくれるボランティア」

の依頼があり、５・６月各月 日間の活動に延べ１３名のボランティアさんが、野菜の収穫や植え付けの作

業に参加されました。当日は暑い中でしたが、ボランティアの皆さんは、利用者さんや職員さんと一緒に楽

しみながら作業を行っていました。

岩岩沼沼市市老老人人ククララブブ連連合合会会 社社会会奉奉仕仕部部会会活活動動

３月４日（土）・２２日（水）、岩沼市介護福祉課主催の常設型

通いの場「集（あつ）マルシェ」に、岩沼市老人クラブ連合会社

会奉仕部の７名がボランティアスタッフとして参加されました。

男性部会員通称「 メン」の皆さんは、運営の打ち合わせから

加わり、当日は、受付や案内をはじめアンケート回収などを行っ

ていました。

「Ｇメン」のメンバーは、「このような通いの場は、健康づく

りのためには必要な場所。参加者が楽しんでいる様子を見ること

ができて良かった。」と話されていました。

生生活活困困窮窮者者自自立立支支援援事事業業（（岩岩沼沼市市委委託託））

社協では、市から事業を受託し、生活に困窮している方のご相談をお受けしています。

また、就労に関するご相談もお受けしています。（相談電話２９－３９７０）

社社協協就就活活ササロロンンここここかからら☆☆

開催日時：７月５日（水）、１９日（水）、８月２日（水）、３０日（水）

１０：００～１１：５０ １３：００～１５：３０

開催場所：総合福祉センター

一一般般相相談談（（要要予予約約 ２２９９－－３３９９７７００）） ハハロローーワワーークク巡巡回回相相談談（（要要予予約約 ２２９９－－３３９９７７００））

開 催 日：月曜日～金曜日（祝日除く） 開 催 日：７月１３日（木）、２７日（木）

開催場所：総合福祉センター ８月１７日（木）、３１日（木）

開催場所：総合福祉センター

しおかぜ福祉会 職員 武田恵子さん

今回、初めてボランティアさんに収

穫のお手伝いをお願いしました。収穫

した野菜は、学校給食に使われます。

多くの方々に参加いただいたことで全

体が活気づき、利用者も楽しむ様子が

見られました。今後もボランティアさ

んに参加していただき、地域の皆さん

に活動を知ってもらえると嬉しいで

す。

本会では、野菜の収穫をお手伝いしてくださるボラ

ンティアやゴミ出しボランティアを募集しています。

・ 月にも収穫活動がありますので、ご希望の方

は本会にお問い合わせください。

問：岩沼市社会福祉協議会

お知らせ



・ケアプランやケアマネジャーに関する

こと

・要介護認定申請に関すること

・介護サービスに関すること

日日時時 平平日日 ８８：：３３００～～１１７７：：１１５５  
場場所所 岩岩沼沼市市中中央央一一丁丁目目４４番番２２７７号号  
電電話話 ００２２２２３３－－２２５５－－４４６６６６８８  

・介護や認知症に関すること

・健康づくりに関すること

・権利擁護に関すること

・地域のネットワーク作りに関すること

日日時時 平平日日 ８８：：３３００～～１１７７：：１１５５  
場場所所 岩岩沼沼市市中中央央一一丁丁目目４４番番２２７７号号  
電電話話 ００２２２２３３－－２２５５－－６６８８３３４４  

・生活困窮に関すること

・就労支援に関すること

・住居に関すること

・家計改善に関すること

日日時時 平平日日 ８８：：３３００～～１１７７：：１１５５  
場場所所 岩岩沼沼市市里里のの杜杜三三丁丁目目４４番番１１５５号号  
電電話話 ００２２２２３３－－２２９９－－３３９９７７００  

・ボランティア活動に関すること

・サロン活動や活動助成金に関すること

・遊具や車いす等の貸出しに関すること

・高齢者の生活に関すること

日日時時 平平日日 ８８：：３３００～～１１７７：：１１５５  
場場所所 岩岩沼沼市市里里のの杜杜三三丁丁目目４４番番１１５５号号  
電電話話 ００２２２２３３－－２２９９－－３３７７１１１１  

・通所介護に関すること

・認知症ケアに関すること

・デイサービスの見学や無料体験に関す

ること

日日時時 平平日日 ８８：：２２００～～１１７７：：００５５  
場場所所 岩岩沼沼市市里里のの杜杜三三丁丁目目４４番番１１５５号号  
電電話話 ００２２２２３３－－２２９９－－３３７７３３７７  

・サービス等利用計画に関すること

・障害児支援利用計画に関すること

・障害福祉サービス等の情報や利用に関

すること

日日時時 平平日日 ９９：：００００～～１１７７：：００００  
場場所所 岩岩沼沼市市中中央央一一丁丁目目４４番番２２７７号号  
電電話話 ００２２２２３３－－３３５５－－７７５５２２５５  

岩沼市デイサービスセンターさとのもり

専門スタッフが認知症

のケアも対応いたします。

どうぞ、さとのもりに

お越しください。

電話 ３－ ９－
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地域福祉係 

地域包括支援センター 

岩沼市デイサービスセンターさとのもり 居宅介護支援事業所 

生活困窮者自立支援係 

相談支援事業所 

詳しくは、各相談窓口までお気軽にお問い合わせください。



▲デイサービスたんぽぽさま
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※この広報紙は皆さんからいただく会費や赤い羽根共同募金の配分金等により作成いたしました。

社会福祉協議会は、誰もが地域で安心して暮らせるよう、市民の皆様の福祉問題について
考え、各種福祉事業を企画・実施し、自主的な活動を行う団体です。

本会では、市からの補助金や共同募金からの配分金などの財源がありますが、皆様からい
ただく会費が地域福祉事業を行う貴重な財源になっています。

～いただいた会費で行う主な事業～
●地域福祉の推進 ●福祉学習の支援 ●ボランティア育成・活動の支援

●地域サロンの支援 ●災害時の災害ボランティアセンター活動 等

▲福祉体験学習 ▲災害ボランティア養成講座 ▲ボランティア活動
【会員と会費 いずれも年額です】

☆個人会員会費（個人や世帯） １口 ５００円
☆団体・施設会員会費（団体・施設）１口 １，０００円
☆法人会員会費（企業等） １口 ２，０００円
☆賛助会員（どなたでも） 個人 １口 ２，０００円

法人 １口 ５，０００円
地域によって異なりますが、地域福祉推進員（旧福祉員）や町内会長をはじめ役員の方々が

伺いますので、ご理解とご協力をお願いいたします。
問い合わせ先 岩沼市社会福祉協議会 電話（０２２３）２９－３７１１

●●金金員員寄寄付付者者一一覧覧（（令令和和５５年年２２月月４４日日～～令令和和５５年年６６月月１１２２日日分分））

○金曜絆の会さま・・・・・・・・・・・・・・・・・１４，２９６円

○カラオケサークル歌謡クラブさま・・・・・・・・・１９，０６２円

○里の杜の匿名さま・・・・・・・・・・・・・・・・１０，０００円

○岩沼山の会宅石牛造代表他４６名のみなさま・・・１０１，６９４円

○デイサービスたんぽぽさま・・・・・・・・・・・・３０，０００円

○吉村流若草会さまから・・・・・・・・・・・・・・３０，０００円

ありがとうございました。


